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発行：自由律俳句協会 

（このニュースレターでは自由律俳句協会の最新の活動状況をお伝えしていきます） 

 

   2022年度自由律俳句協会総会についてお知らせ    

 

 長いコロナの蔓延も新局面に入り、対策はとりつつも、日常の生活を取り戻すのも間近いと

思います。本年の総会は、下記のように対面方式で開催いたします。 

 この限られた中で、機関誌「自由律の風」、若手を中心とした「てのひら句集」の発行があ

り、文学フリーマーケット出店などしてきました。また、この 2年通信句会として「自由律の

泉賞」を開催してきましたが、それを拡大した「自由律俳句大賞」の提案があり、プロジェク

トチームで検討を進めることが Zoom 役員会で承認されました。新たな大きな提案ですので、

この実現には皆様の物心のご協力が必要です。この提案の実現のため、具体的な企画の作成、

組織等、この総会で熱い議論をお願いしたいと思います。         （佐瀬風井梧） 

 

  ◆開催日：2022年 11 月 27日（日）14：00 開会（受付開始 13：30） 

 17:00閉会予定 

  ◆会 場：東京・江東区芭蕉記念館・分館 会議室 

        分館所在地：東京都江東区常磐１-１-３（本館より徒歩 3 分）  

        TEL 03-3631-1448（芭蕉記念館代表） 

  ◆内 容：① 2021年度事業報告・会計報告 

       ② 2022年度事業計画・予算案 

       ③ 役員体制 

       ④ その他 

      ▶「自由律俳句協会奨励賞」贈賞式 

      ▶「自由律の泉賞」互選結果発表・上位者表彰式 

   総会後、17:30 より意見交換・懇親会を計画しています（2 時間程度の予定） 

 

  ※会場施設の決まりに則り、感染拡大防止対策をとって開催します。ご協力をお願いします。 

 

 ★協会員の皆さまには出欠・ご意見用のハガキを同封しましたので、折り返しご返信をお待ちして 

  います。                       締め切り：2022年 11月 18日（金） 必着 

 

 ※オンライン参加に関するアンケート：今後、Zoom によるオンライン参加が導入されたら、利用 

のご希望がありますか？（返信ハガキにてご回答ください） 
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   第４回 自由律俳句協会奨励賞 について    
 

本年度の奨励賞は、団体賞として自由律俳句結社「海紅」に贈ります。 

◆団体賞：海紅 

選定理由：子規は俳句の革新につとめた先駆者です。その改革の意志は碧梧洞等に引き継が

れ、「層雲」「海紅」の自由律俳句につながっています。大正、昭和、平成、令和とその消長

はあっても「海紅」が俳句の革新につとめた功績は多大です。現在においても、月刊の俳誌の

発行、ホームページでの発信、若手の育成など、その活躍は目覚ましいものがあります。それ

ら活動に対し、その栄誉を讃えます。                  （佐瀬風井梧） 

 

      第 2回 自由律の泉賞 について      

 

 コロナ禍のなかでのイベントとして始まった通信句会「自由律の泉賞」、第 2回では 37名

の参加がありました。現在、参加者全員に詠草集をお送りして、選句を依頼中です。各人に 3

句選んでいただき、うち 1 句を特選句として短評をお願いしています。この選句結果を集計し

て受賞者を決め、総会で発表・表彰式を行います。 

 投句作品と参加者による短評は、「てのひら句集」のような冊子にまとめるとともに、ＰＤ

Ｆ版を自由律俳句協会ホームページの電子書棚に収めて、通常の「自由律の泉」と同様に広く

ご覧いただけるようにする予定です。こちらもお楽しみに！ 

（平岡久美子・寺田和可） 

 

   自由律俳句関連のお知らせ・ご案内     

 

◆「文学フリマ東京 3５」開催のお知らせ 

 ※今回より回数表記がアラビア数字に変更になりました。 

・日時：2022年 11 月 20日（日）12：00〜17：00 

・会場：東京流通センター 第一展示場＋第二展示場Ｅホール 

      東京都大田区平和島 6-1-1（東京モノレール「流通センター」駅下車すぐ） 

従来よりも会場を拡大して開催されます。 入場無料 

 

★今回は自由律俳句協会としては出店しませんが、グループ会員のサザンカさんが参加されます！ 

・出店名「サザンカネット句会」 

・出品：『TORCH ～この先を照らせ～』句会の作家 18人が参加のアンソロジー（合同句集）。 

一人で見開きの作家ページを中心に、結社・師系を越えて自由律を愛する方々に 

お話を伺った記事「保存版 自由律って 2022」など読み物もたっぷり。１冊 500円 

このほか、参加作家の個人句集も。 
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◆第 6 回尾崎放哉賞募集 

募集規定：投句料 ２句１組で 2,000円（何組でも可） ※未発表のものに限る 

郵便小為替または現金書留、振込口座：ゆうちょ 01740-9-150523 高木和子 

《高校生の部》は無料（ただし 1人 2句まで） 

応募用紙または原稿用紙、メールにて（郵便番号・住所・氏名・電話番号を記入） 

送 付 先：〒861-2402 熊本県阿蘇郡西原村小森 3357-10 高木 架京 宛 

     メール応募の場合：hosaisan581@gmail.com  ★今回よりメール応募が可能になりました 

応募締切：2022年 11 月 30日（水） 必着 

発  表：2023年 3月上旬までにホームページにて発表予定 

主  催：自由律俳句結社「青穂」（代表:小山貴子）  選者：自由律俳句結社「青穂」役員 

問 合 せ：尾崎放哉賞 事務局 メールアドレス: support@hosai-seiho.net 

ホームページ http://www.hosai-seiho.net/ 投句用紙のダウンロードもできます。 

 

◆第 5 回山頭火ふるさと館自由律俳句大会作品募集 

投句作品：自由律俳句 1 人 3句まで   ※定型俳句は対象外。未発表で自作の作品に限る 

投句料：無料 

部門：①子どもの部（中学生以下）  ②一般の部  

投句の方法：①投句用紙に記入の上、防府市内に設置の投句箱へ ②当館宛てのメール、郵送 

投句の様式：部門、郵便番号、住所、電話番号、氏名（雅号・俳号の場合は本名も記入）、 

      ふりがな、年齢、学年（子どもの部）を明記。書式は自由。 

審 査 員：富永鳩山（群妙主宰）、久光良一（俳人） 

門田美和子（自由律俳句講師）、中村浩典（山頭火ふるさと館館長） 

応募締切：令和 4 年 11 月 30 日（水） ※当日消印有効 

提 出 先：〒747-0032 山口県防府市宮市町 5番 13 号  Email info@hofu-santoka.jp 

山頭火ふるさと館「自由律俳句大会」係  

 発  表：令和 5年 1月中旬に行う審査後、受賞者に郵送。 

受賞作品は表彰式後、館内・ホームページに掲載 

 

◆自由律俳句集刊行のご案内 

 

▸「雲日記」杉本由紀子著 

杉本ゆきこ改め杉本由紀子氏の 2018 年～2021 年の 178 句を収載。表紙・裏表紙は作者のコ

ラージュ作品の部分。1,300 円（送料 140 円）。問合せ先：noadari19591210@gmail.com 

▸「茉莉花第二句集」俳句クラブ茉莉花編  

第 2 回自由律俳句協会奨励賞を受賞されたちばつゆこ氏が 8 年余り毎月発行してこられた手作 

り会報「茉莉花」からの第二句集。2018 年～2021 年に出句された 22 名の 960 句を収載。エ 

ッセイなどの読み物も。問合せ先：yamanba.54@r6.dion.ne.jp 

▸「ぎんなん第五句集」ぎんなん編集部編 喜怒哀楽社   

 平成 8 年に自由律俳句誌「層雲」の仲間が発刊した互選の句誌「ぎんなん」に 2018 年～2021 
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年に出句された作品、34 名の 516 句を収載。122 ページ。非売品ながら、1 部 500 円の寄付 

で送付希望にも応じている。問合せ先：hirotaka.sase@gmail.com 

★会員の皆さま 個人やグループで句集などを刊行された際には、ぜひ情報をお寄せください。 

 

  自由律俳句協会からのご報告・お知らせ    

◆〔急告〕 協会事務局の連絡先変更についてお知らせ  

 事務局・白松いちろうさん病気加療のため、当面、協会事務局の連絡先窓口を副会長・中塚

唯人方に変更させていただきます。メールの利用が可能な方は、できるだけ下記のメールアド

レス宛てにご連絡いただければ幸いです。 

  <事務局連絡先> 〒154-0012 東京都世田谷区駒沢２-28-14 中塚唯人方 

メールアドレス: tadato8008@nifty.com  

何卒ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

◆機関誌「自由律の風」編集部から 

 来年２月発行予定の第５号への投稿の締め切り日は 10 月 31日(月)です。前回は締め切り日

には会員総数の半数にも満たない 28 名の投稿でした。その後編集部よりのお願いで約 40名と

なりましたが、本誌は１年に１回の皆様の発表の場です。自由律界の発展のためにもまた自由

律俳句の研鑽の場としても多くの方の投稿をよろしくお願いいたします。 

 句の投稿や句評以外にもお便りやご意見ご希望、自由題での随筆や新刊書の紹介なども募集

しています。また万が一投稿要項や投句用紙がお手元に届いていない会員は編集部までご一報

下さい。すぐに再送させて頂きます。 

編集部一同心からお待ちしております。                 （中塚唯人） 

 

◆オンデマンド冊子担当から 

2022 年 5 月開催の文学フリマ東京で冊子版を販売した「自由律俳句協会 てのひら句集（二） 

～二〇二〇-二一年コロナ禍の日々から～」の PDF 版（参加希望者のページを掲載）を協会ホーム

ページの電子書棚に収めました。どうぞご覧ください。            （寺田和可） 

 

◆協会の公式ツイッター担当から 

 フォロワー数：770（10 月 8日現在）。前回のニュースレターより 66名増えました！ 

（さいとうこう） 

 

★会員の皆さまは、今後の活動についてのご意見・ご提案も総会の返信ハガキを活用してお寄せください。 

 

自由律俳句協会 事務局  <連絡先> 〒154-0012 東京都世田谷区駒沢２-28-14 中塚唯人方 

e-mail：tadato8008@nifty.com  TEL＆FAX：03-3422-6962 

ホームページ：https://www.自由律.com/ ツイッター：自由律俳句協会＠jihaikyo 


